
第２チームは５月４～６日で入ります。メンバーは

奥村（私教連）、立柳（県国公）、有馬です。この

他、医労連や建交労からも申し込みや問い合わ

せがきています。みんなの「ボランティア派遣カン

パ」で、送り出しましょう！よろしくお願いします。

朝９時、県労連を有馬事務局長と今夫人に見送ら

れて出発。途中高速を降りて昼食。大船渡市のボラ

ンティアセンターには２時過ぎに到着、海沿いの集

落は壊滅状態です。４時過ぎ現地スタッフと合流。

作業は８時半から午後４時で終了だそうです。あづ

ま荘から少し離れた低い地域は壊滅です。水門も破

れていました。１７日夕食は無いと言われていたの

で、コンビニで弁当をと思って入ったが売れ切れて

おにぎりしか買えなかった。あづま荘に到着して確

認したら夕食はあるとのこと、ほっとした。ボラン

ティアセンターは総勢１２名、女性 3 人男性９人。

全労連から１名、いわて労連１名、名古屋市職 2 名、

京都市職２名、千葉県１名、秋田県１名、横浜市の

女性、八王子の主婦、青森の２名です。
注）現地は、被災者支援や全国からのボランティア受付など非
常にあわただしい状態で、各人の到着の時間を掌握し食事を
用意して待っている状況にはありません。１日目の食事（夕
食も含む）については各自で対応できるようご準備くださ
い。宿に入ってから、宿の人に夕食について相談することは
可能だと思いますので、現地で各自が判断して対応いただく
ようお願いします。
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【発信者】事務局長 有馬美恵

４月１７日朝、田中・ひだまりユニオン委員長と今・労働相談員が出発しました。大船渡

のボランティアセンターがどういう状況なのか、被災地はどうなっているのか、今後に続く

みなさんにお知らせしたいと、携帯メールで情

報が寄せられていますので、ご紹介します。

岩手県大船渡市にボランティアと
して参加できる方を募集していま
す。滞在期間は基本的に一週間程
度、清掃が主な作業になると思いま
す。費用はボランティア派遣カンパ
から支出します。各組合本部か県労
連にお問い合わせください。


